







































の女上臈覆う〉 （ 〈 　〉内は二行割注、以下同
）
**


















装束、綾褂を加う〉 、次で上らしめ給う」 （ 『左経記』 ） その後





**。威子も、 「西北対に装束」 （ 『御堂関白記』 ）と
あり一条内裏の西北対殿舎に入ると、天皇から内侍（掌侍）を者に、上るようにとの召し あり、天皇の寝所（ 「夜 大殿」 ）に上がった。その際、威子 母源倫子が同行し、帳内で衾を供している。
　ついで史料にあらわれるのは、②東宮敦良親王（のちの後朱雀
天皇） 十三歳に、 道長女嬉子十五歳が入内した治安元年 （一〇二一）二月一日の史料である。残念ながら、記録類では、藤原実資が、養子資平から聞いた「昨 戌時尚侍、入宮す」 （ 『小右記』同年同月二日）との記事が残るだけで詳細は不明である。ただ 、 『栄花物語』につぎのように描写されている。



































嬉子の場合は、生母倫子が衾覆役をはたしている。さらに、④生子の場合も、生子の実 公任女は、万寿元年（一〇二四）正月六日に亡くなっており（ 『小右記目録』 ） 、先述のように教通は
禔
子内親王と再婚しており 北方と呼称される義母（嫡母）である。③章 、すでに両親とも没し 父の母であり、母の姉である上東門院彰子に養育されていた。 白頼 は、母 兄である。したがって、母方伯父、実質的養父が衾覆人であったことになる。 四例でしかないが、 ともに新婦母か新婦親族が衾覆人だったとして良いと思われる。
　高群逸枝氏は、 「母の衾覆には、當人同士の自由結合になる新枕





















間内裏に宿泊し、 「北の方御被を覆 奉る」とあり、夫婦が宿泊し、衾覆に関与していたことである。また、章子内 王 場合は、母方親族の頼通が衾覆 行 ていた。北の方隆姫の記事はな が、新婦の母代わりである隆姫も居た可能性もあるように推察される。平安中期 衾覆人は、新婦の母親、もしくは母方親族であり、なおかつ夫婦の可能性もあることを指摘し おきたい
　衾覆儀が、第一日目に新郎新婦の寝所臥におこなわれたことは
確実であるが、 では、 第二日目 第三日目の夜は、 如何であろ か。
③章子内親王の場合、 「殿御衣を以てこれを覆う。 三日不動」 とあった。三日間同じことを行っている。④生子入内の時には、入内の三日目の資房の日記に、 「内府ならびに北の方相共に二間に臥し給うと云々。彼の北方御被を覆い奉る料と云々」とあった。教通と北の方が寝所の近辺に臥し、三日間衾覆を行ったこ が確かめられる。三日間とも行われたことと推察されるのである。
　では、この衾覆儀は何時から始まったのであろうか。すでに前
掲拙稿でしばしば検討したよう 、書使や後朝使、三日夜餅などは、十世紀前期の重明親王の結婚や、娘の徽子女王の村上天皇への入内儀などにすでに儀式内に組み込まれており、十世紀初頭には成立していたことが推察された。ところが 衾覆儀は、十一世紀初頭から か史料にあらわれないのである。もっとも、寛仁元年（一〇一七）十一月二十二日、小一条院と道長女寛子 婚礼では、小一条院が戌刻、寛子生母源明子 高松第にやって来た 記す後で 道長は次のように記している。
　　母々の許より装束ならびに衾等を送り給う（ 『御堂関白記』 ）












婚姻儀礼は、すべて貴族層同士の婚姻である したがって 十世紀後期には貴族層に衾覆儀は取り入れられていなかっ で ないか、と推察されるのである。第三は、入内儀礼で華やかに行われるようになり、十二世紀後期に 、むしろその方を露顕と呼ぶようになる入内後十日前後で天皇や東宮が入内し 女性の殿舎に出かけ、そこで饗宴や女御宣下が行われる、初渡御儀は 道長女彰子の一条天皇入内から開始 たことであ
る
***。すなわち、道長
は、自身を権威付け ために様々な儀式を創設することが多かったから 正妻倫子が婚姻儀式 参列し、大きな役割を果たす儀礼を考案し創設した可能性が推察されるので る。もっ も この点は全くの推測で かないので、仮説 して提示しておくのみある。第二章 　衾覆儀の変容１ 　貴族層の衾覆儀の成立
　平安中期の貴族層の婚姻儀礼には衾覆儀の史料がみられなかっ
たことを指摘した。では、何時頃から導入されるのであろう 。管見では、⑤長治元年（一一〇四）十二月二十八日、権大納言右大将藤原家忠と藤原宗俊女との結婚である。


















入夜大夫君来る。前駈六人〈この中五位四人〉 、 雑色十人〈長内府（源雅実）随身府生秦兼信〉 、 指燭〈宗成、 宗重〉 、 沓取〈邦宗〉 〈衾覆源大納言北方〉 、今夜即ち露顕なり。源中納言来らる。殿下御牛ならびに女装束を給う（ 『中右記』 ）












先ず、 帳前の茵の上に座す〈衾覆の事、 民部卿の「上」 〉 （ 『中右記』 ）




故権大納言公実女との婚礼が行われた。公実女の母は、堀河・鳥羽両天皇乳母二位藤原光子である。当日元服した有仁は、光子が主催する白河上皇御所大炊殿の経営所に婿取られた。白河上皇異母弟輔仁親王は、自身の皇位継承が絶たれ しかも皇子へ 源姓賜与に忸怩たる思いだったことは、 多くの指摘があ
る
***。また、 当日、








によるか〉 、やや久しくし右兵衛督枕上方に餅を供す。 （ 『長秋記』 ）
































の妻、内裏に参り候ずと云々。今夜民部柳下襲を着すは如何。是心葬の物なり。憚 有るべし。案内を知らざる人はかくの如し、不覚なり（ 『殿暦』 ）







宗通であるが、 「御そうかい（挿鞋） 」である沓を「イタク（抱く） 」のは夫婦 妻も内裏に宿泊している。
　⑫大治四年（一一二九）正月九日、崇徳天皇に摂政忠通女聖子
が入内する。寝殿で着裳をした聖子は、夜入内し、御使掌侍美濃がやって来て、寝所に登 。
　　今夜の御衾覆の事、摂政と云々（ 『中右記』 ） 。









頼長妻幸子が衾覆役を勤める予定であるが、服喪の月数内なのでダメなら自分がその役を勤める、としてい 。幸子の兄弟覚源が死去していた。翌年正月に予定していた入内日は服喪中になったため、誰が勤めるか議論になったのである。服喪中では憚りがあり衾覆人にはなれないと考えられていたことがうかがえる。なお、この婚礼は十二月十四日忠実妻北政所師子が没し ため延期され、久安六年正月十日に行われ （ 『百錬抄』 ） 、 残念な ら『台記』は遺っておらず、誰が衾覆人になったか不明である。
　⑮応保元年（一一六一）十二月十七日に、二条天皇に大殿忠通
養女育子が入内する。その時の衾覆人選定は興味深い




子息欠せざる人参る所なりと。 （ 『山槐記』 ）
衾覆人は、 「無憚人」が条件であり、 「妻が憚りなく、子どもも亡くなったことがない」人を選ぶことになった。
十七日（前略）襲芳舎、右大将の上の宿所となす。御被覆の為に相具し参らるべきなり。 （中略）夜右大将上、襲芳舎に参らる。将軍御衾を覆わるべきなり。 （中略）主上御夜の御殿の西戸御帳中に入る。次いで三位殿 育子 上の御壺禰方より夜御殿北戸に入る。御帳内に入御す。右大将参進し 衾を覆わる。次いで御挿鞋を取り退出す。 （中略） 宿所に遣わす。三日間彼の宿所に置く後、女 の方に献ぜらるべしと云々。二十日（前略）右大将上相共に退出せしめ給う。日来、御衾覆により祗候され ところなり。 （ 『山槐記』 ）
結局、権大納言右大将兼実十三歳が、まだ子どもは生まれていないが、衾覆人になっている。新婚ほやほやの、 が無く憚りのな 夫妻であった。先の、⑭と同様、衾覆人は 天皇の入内の場合も、親族よりも「無憚人」を撰ぶことになっていることが確かめられよう。
　もっとも、新婦側の夫妻が「無憚人」の場合、衾覆役を勤める
慣行は長く続く。⑯建久元年（一一九〇）正月十一日 摂政兼実四十二歳の女任子が後鳥羽天皇十一歳に入内した。天皇が御帳に入り、次いで三位殿（任子）が入る。
主上御装束を撤す（中略）御東枕に臥すなり。次いで三位殿御袴を脱し御衣 北方に押遣りて臥し御す〈主上南、三位殿北〉 。その上に先ず紅御直垂を著し、其の上に御衾を著し奉る（割注略） 、次いで御挿鞋を取り、左大将を以て藤壺に遣
わす。次いで余及び大将退下す。御共に候ず女房等、終夜上御壺禰に候ず。次いで余及び大将藤壺の饗座に帰著す （中略） 。人々退下し、余帰り入り、北政所相共に寝に付す。御挿鞋傍らに在るなり。藤壺坤小局を北政所宿所となす。余の直廬は凝華舎なり（ 『玉葉』 ）
新婦の父兼実が衾覆人である。また、母北政所も藤壺に宿し、挿鞋を守っている。
　興味深いのは、夫妻が内裏に入っても、衾覆役は父親が行って










であろうが、母の役になっている。衾覆人は無憚人を選択するようになるものの 新婦両親の場合は、父親が行うようになっている。この変化は、すでに平安中期の③章子内 王入内に関白頼通が衾覆人になった頃から萌芽しており、⑩茨 入内の雅実、⑪璋子入内の宗通など十二世紀初頭には顕著になっており、貴族層でも十二世紀初頭の⑤⑧などにみられる。無憚人でも男性へ変化しており、さらに新婦 場合も父親へ変化 たと 史的変容が推察される。
　高群逸枝氏は、平安中期の衾覆人が新婦母親であるのは、母の
婚姻決定権を示唆していることを前述したが、十二世紀中頃の父への変化は、まさに婚姻決定権が父へ移行 ことのひとつの象徴であり、男性への変化も社会全体の男性優位傾向 男性優位の非対称なジェンダー構造が構築されてい ことが確実である。第三章 　衾の実態１ 　衾の調進
　では、婚姻儀礼に重要な要素の一つになっている衾覆の衾は、
誰が用意・調進するのであろうか。じつは、拙稿で天皇・春宮入内は、新郎方寝所で婚姻儀礼を行い初夜を迎える嫁取婚、貴族層は新婦方寝所で行う聟取 であると指摘したが この衾調進の分析からもそのことが実証され る。ここで それを史料に即して提示する にしたい。 　⑨寛治五年（一〇九一）十月十五日の堀河天皇への篤子内親王入内 は、次のように記されいる。
夜の御所本の如し。西台丑寅角に畳二枚を敷く。御帳中に紅
覆を置く〈南方に置かると云々〉 （中略）裏書、御被は内方設けらるなり （中略） 。主上御帳中に入御す 〈御下より入御す。御覆衣を置き居給うと云々〉 （ 『後二条師通記』 ）御被両方儲けらる〈夜御帳中、内藏献ず。宮御帳料は殿下より進めらる〉 。 （中略） 被兼ねて其の中に置く。 （中略 主上御直衣を著し兼ねて御帳中と云々（割注略） 。北政所御被を供さる。 （ 『為房卿記』 ）御衾役殿下北政所（ 『中右































寝殿中央母屋に障子帳を立つ。其の中に繧繝縁畳三枚を敷く。張枕二を安じ、白堅文織物直垂衣を置く。表筵を敷かず、剣を置かず、 頗る謂われ無きか、 又沈枕を安ぜずは不審なり。 （中略） 。餅を薦めずは如何。又衾覆儀無きか。 （ 『兵範記』 ）
寝殿の帳中に置かれた「白堅文織物直垂衣」が衾にあたる。ところが、三日餅も衾覆儀も無かったので信範は訝し っている。ここでは、まず新婦方が衾を用意していること、衾覆儀が無い場合もあったこと、が確認できよう。
　⑰の平信範女と蔵人大夫との結婚では以下の様に記されている。




中納言兼雅女と 婚礼は、平安末であるが、衾調進にとっ 大変興味深い記事が載っている。本来は雅通女（母は平清盛女）十一歳を関白基通の子と為し、右大将を迎える予定だった 忽ち遷都の事が出来して、 「非執聟之 」 「非迎婦之礼」両方でない「最略密々沙汰」儀礼となり、 院寝殿で婚礼が行われた。亥刻、新婦が帳中に入り、大将がやってきて帳に入り 暫く臥す。大将が装束を着し、出てきて饌座に付き食した。衾 儀は無かった 良通父兼実は次のように記している。
そもそも今夜、略儀により衾を調えず、ただ宿衣を用うべしと云々。而るに女房方の衣宿、浮線綾たり。吉事に用い難し。大将方又兼ねて用意すべきにあらざる事なり。日来、宿衣は唐綾なり。忽ち新調し難し。今夜の要事に叶うべからず。すでに欠っさんとす。然れども大将の母（兼実妻藤原季行女）云わく、余の時の衾御倉に在り。是すで 吉例の物たると雖も、略儀たる上、また旧物を用い よりて、沙汰に及ばず。事すでにけっす如し 今においては計略無し。ひそか彼の衾を取り出しこれを用うは、自 に吉例に叶う。又今夜の事欠っすべからずか と云々。事もっと しかるべし すなわち件の衾を取り出し、兼ねて帳中に置く。すなわち、大将の母之を置く。すべからく衾覆 べ 雖も、三ケ夜同宿は便宜無し。この程略儀な 。衾覆の儀ある かえり 礼を忘るというべ 是ただ欠っせざる事の為に、権の儀に廻所なり。すなわち衾覆の礼は無し。事おわりて余及び女房帰宅す（ 『玉葉』 ）







史料では不明だが、院政期以降の入内を含め 結婚儀礼ではあきらかになる。まず、天皇・春宮への入内で 、⑱の『山槐記』記事が詳細であ 前述のように、新郎方の春宮庁が衾を準備しなかったので、新婦方が新婦殿舎におくべき衾を急遽使用し 。本来の衾の形状について次のように記して る。
そもそも是より先、御衾を献ぜらる。その儀、御衾は紅打長さ九尺、弘九幅な 〈面に小葵綾、裏平絹、 （中略） 、件の衾は二重に是を重ねる。押合上差有り〈紅練糸なり〉 〉 。 （中略） 。打平裹に入れ、衣筥に居う〈銀を以て松鶴藤を蒔く。置口□金物折立等〉 。蒔絵の辛櫃に入る（ 『山槐記
』
***）

















とあり、長さ八尺、八幅または五幅としあり、広さが若干相違するものの、紅打、面に小葵綾、裏単文、紅の練糸 等合致するところも多い。長方形であるので、上下を示すために赤の練り糸で印をつけ、そこを「くび」にしたのである。⑯では、 「まず紅御直垂を著し、その上に御衾を著 していた。直垂とは、直垂衾ともいい、平安朝では庶民 平服であったが、その形が襟・袖 ついた衾と似通っていたので略して直垂と称 ていた とされ
る
***。袖
の付いている垂直 懸 の上に に御衾を覆うという二重のようである。
　いっぽう、貴族層の衾では、⑲の平範家が宗光を婿取った婚姻
儀礼では、寝殿の中央母屋の帳中に「白堅文織物直垂衣を置く」とあり、これが衾 ろう。⑰では、 「下官衾を覆う〈直垂なり〉 」（ 『兵範記』 ）とあり、新婦父平信範が衾を覆ったが、直垂とある。⑳では、婚姻儀礼に使用した衾は御倉に納められており 素材も唐綾だった。この形状 直垂か方形の衾か不明であ が、豪華な素材で新調された とがうか える。以上、婚姻儀礼にとっては貴重で重要なものになったことを指摘しておきたい。おわりに
　以上、史料提示に紙枚を多く割いたが、衾覆儀は 十一世紀前














 伊藤一男 「貴族の通過儀礼 　三結婚」 （山中裕 ・ 鈴木一雄編 『平
安時代の儀礼と歳事』至文堂、一九九四年） 。＊４
　服藤早苗「平安中期の婚姻と家・家族」 （加納重文編『源氏物語とそ
















ている。 」とされるが（辻垣晃一「日本婚姻史の一視角ー摂関家の特異性を考える」笠谷和比古編『公家と武家Ⅲ』思文閣出版、二〇〇六年） 、小一条院は藤原寛子を迎えに行ったのではなく、 「此の夜小一条院近衛御門に御す」 （ 『御堂関白記』寛仁元年十一月二十二日条、 『栄花物語』十三 　ゆうして、にも詳しい）とあり、小一条院は寛子のいる高松殿（源明子の邸宅） 婿取られ 小一条院は逆に天皇・東宮と違った対応を受けたのである。筆者は、前掲拙稿「平安中期の婚姻と家・家族」でも論証したが、平安時代には、 「臣下の例」が「婿取 」であり、天皇・東宮は「嫁取婚」だったと考えている。なお辻垣論文は、婚姻史料を詳細に分析する手法をとっておらず、 奇を衒った論旨には違和感を禁じ得ない。＊13
　服藤早苗「 『落窪物語』にみる婚姻儀礼」 （ 『埼玉学園大学紀要 　人間学
部篇』第六号、二〇〇六年） 。＊14
　服藤早苗「三日夜餅儀の成立と変容─平安王朝貴族の婚姻儀礼」前掲
論文、同「書使と後朝使の成立と変容」前掲論文。東海林亜矢子 女房女官餐禄」 （服藤早苗編『女と子ども 王朝史』前掲書） 。＊15
　村上源氏の土御門亭については、高群逸枝前掲書、角田文衛「村上源
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